
平成30年１月号 Ver.9

以前行っていたけど・・・
今では根拠がない又は意味がないこと

嶽元皮膚・排泄ケア認定看護師

＊除圧目的の円座⇒血管の圧迫によるうっ血や虚血が発生
＊発赤部のマッサージ⇒軟部組織の損傷と炎症の進行
＊膀胱洗浄⇒尿路感染の機会が増大
＊膀胱訓練（クランプテスト）⇒不要

必要な状況は、尿道カテーテル留置が長期、膀胱に関する神
経を損傷した可能性がある時

＊おむつの重ね使い⇒隙間による漏れ、通気性の悪化、不
快感のため、アウターとインナーを各１枚使用

＊経腸栄養患者の下痢に栄養剤を薄めて注入⇒意味
がない

絶食期間の長さ・注入速度・栄養剤の細菌汚染・抗菌剤の投
与など様々な原因があり、解決策とならない。

褥瘡の捉え方が変化～いずれも褥瘡に属します

スキン-テア（皮膚裂傷）～高齢者の
脆弱な皮膚に発生、摩擦やずれが原因

ＭＤＲＰＵ（医療関連機器圧迫創傷）
～医療機器によって発生する創傷や潰瘍

例）弾性ストッキング ＮＰＰＶマスク ギブス シーネ
尿道カテーテル ＳｐＯ２モニタ 経鼻酸素カニューレ等


